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きじようまもうぼうしゅ 軌条摩耗防止油 軌条の軌間 i白l

に主主布する ilh。摩耗のはなはだしく多い rlll 線郎の外fIIlj軌条には

従来カ‘ら ! IJ l 、たが，最近はフランジの同駅長tllJi 11:，軌問 l耐とフラ

ンジとの康被の減少を閃るためにl内線軌条にも)fj l 、 る。

この ìl llt二些;jとされる特性は l 適吋な粘l止を1.ïつこと ，す

なわち検i11171;容易てJかつ冷布後illlが軌条 l一 Iil iにのぼらない こと

2 耐久性のあること，すなわち軌条によ く f.I 新し，雨水に流

れさらず IノR気にふれて変質しがた く ，極H 性にす ぐれている

こと 3 軌条を縦しょくしないこと である。 (石沢謙二)

きしんせん 姫新銀 山陽本線姫路駅から州北 )jに進んて‘fド

山に玉三り ， さらに内に延び伯001線新見据fに十ーる 158.1 km の線。

山陽線に民し線路等級は内一線である。

�¥ i.l l ・ 新見間作備似， W，i路 . {f，:!日間判:(lI t 京総， Jlal'~u . {!,)1J 

間判:'. i ド li~ 線 として建設，昭和 11 ・ 4 ， 3 縦がÆ申告 したので， 線名は

ïi4î端献の頭文字をと勺て姫新線と呼ぶ〈こととした。(森悌:k!)

きすいきょうはつ 気水共発 (英) carry' over キャリオー

パ とも L 、 L 、使用蒸気中にポイラ水が混入する -!lI.象を L 、う。蒸発

I (l iから小水滴が蒸気とともに運ばれる水気なちをプライミング

といい，加熱 1(11から発生する気泡(きほ う)が累積していく泡 (あ

わ)古:ちをフォーミングというが t干i単発生する気*共~は f'E

肢の相違はあるが，同 hの現象を伴なうものである。

気水共~の生ずる限界はポイラの形式や巡転条件，ポイラ水

中の不純物の量と性質等により相違するが，機関車の湯合ポイ

ラ水中の裕解凶 )I};}を例にとると 2，500-3,500 ppm 私自 J主が限度

とさ jしている。

蒸気機関市のI品合， 気水共売を生ずるとはなはだしいときは

シ リ ンダ会破威 してし まうが， ~r. jill泌熱混成の !lí;ドによ る熱Jll

失の庁i大や， 水気に よる澗日行I11分の爽欠による tu !!.i等を招来す

る。気水共発を防ぐため機Ixl中には気水分間程日誌やポイラ水のプ

ロー装置が坂付けられてし 、る が， 機関 'I i.ポイラの運転条件は

一般ポイラよりはるかに苛勲(かこ く)であるため， とくに給水

管理を厳屯に i i うほか軒l暴な運転を iiわないようにし ている。

また一部の憐l刻可tには気*共発防止削 ( AF 剤1) を l吏HJ している。

(麻田武公)

きすうし々・ぐうすうしゃ 奇数車・偶数輩 !司鉄の電車

のように多数の ，) 1通 し川路を持った市岡は， づ |通 し 1 '\1践の通る

仰lおよび同極東日の機総の配置される側を定めておいたブJが，そ

の編成に{足利であり，保守も容易である。したがつて片端に逐

唯恥転i;介のある ?電E

が， 互いに以対な 2 倭頬ができる。

同鉄ではこの 2 径類を奇数番号と偶数番号の電車番号により

分類しており ， 奇数帯 号の '1tを奇数札 1偶数千香 ~j の Jliを偶数事

と かfんでいる。奇数 'Ii は1ft室内から運転台に l ，íJ って右側lに主同

路の 71;且 し 1 " 1路が，左側に制i助および制御Ii'J~の 5 1通 し 1" 1 路が

ある。運転f?のない電車およひa両端に運転台のある電車は奇数

ヰ1 ・偶数車の区別はなし、が， 床トの機~:~の配置とり|通し lnl路と

の関係は奇数恥に準じた )ji去によっている。これ等を編成とし

て使用する場合， その線lメにおける奇数車と偶数" 1 ; はおのおの

主計ムfTの l付 を J止対 I ('Jに線路 上に位置させれl :tよいわけで'ある。

閃は奇数 'Iiおよび偶数*のI;1Çト機日日間慣と引通し I! " ~告の|主l係

を示す。(内村守男)

きすきせん 木次線 山陰本線宍道駅から出に進みぷ侃1線甘HI:長

治合出{に手在る 8 1.9 km の線。 I Li陰線に出 し線路等級It 附易線で

ある。 .

大正 5 ・ 1 0 うl~ju ・ 木次聞を簸}鉄造株式会社建設。 Il{~和 9 ・ 8 政

I(，j が買収， 本L'l\似と 11乎ぶこ ととし， 1Il{和 12 ・ 1 2 師iî後洛介まで延

長した。(繰併，刻)

きせいさいせん 紀勢西線 和歌山総和歌山田tから紀伊水道，

熊野灘にそ って進み， 新 '1' ; ';を経て新鹿駅に至る 23 1.9 km の線。

紀伊出.þ主 ・ Iltr追内問 2.0 km，新;守・熊野地問1.5 km の校線を合

み総営業キロ 235.4 kmo t淘:'同級に属 し線路等級は乙線である。

大正 1 3 ・ 1 2 和歌 I Li . 相可口を結ぶ鉄道 として和歌山 ・ 箕品開

開通紀勢 114線と 呼称，そののち鉄道建設は進められるー ブJ新内

鉄道株式公租紀伊勝illì ・ 新院聞を買収 L ， 11(3和 15.8 紀伊木本，

H日和 3 1 ・ 5 Wil.泥まで 1m;且したものである。線名のおこり事紀勢

東線。(lIt悌J.i)

きせいせん 既成線 建設工事全';cr して 1;~ 業をしている線路。

I~鉄における既成似の総数は ， 237 線で ， その延長は 2 万 93 km

(nTHミ131 ・ 3) である。(小川泰平)

きせいとうせん 紀勢東線 参同線相ロJ 1. 1 以か ら 熊野灘に I (日

する九鬼駅に~る 92.4 km の線。関 IIIj線にIl:\し線路等級は丙事長

である。

大正 1 2 ・ 3 村 I"J 11 と和歌山を結ぶ鉄道とし て l1riiTl- I ・川添間開

通， 紀勢東線と呼称， つづいて大正 14 ・ 8 川添 ・ :瀬谷間開通，

昭和 9 ・ 12 尾鷲 ， 11日和132 ・ 1 九鬼まで開通したものである。線名
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